
 

風力発電施設の災害防止に対し安心安全が確保される 

適切な措置を求める意見書 

 

 

平成２３年９月２０日の大雨により、南あわじ市阿那賀丸山地区内に

ある風力発電施設（所有者ＣＥＦ南あわじウィンドファーム㈱）から大

量の土砂が流出しました。それにより、約４６０ｍ下の民家、加工場を

直撃し、県道を越えて約６００ｍ離れている海岸を土砂が埋め尽くす事

態を引き起こしました。また、この事故により、地域住民から日常生活、

営業活動、登下校時における土砂崩落の危惧と雨天時の避難行動を余議

なくされる事への不安の声が出ております。 
ＣＥＦ南あわじウィンドファーム㈱においては、２次３次災害発生に

対する住民の不安を解消すべくボーリング調査に取り組んでおります

が、まだ対応策の決定および実施には至っておりません。 
つきましては、市におかれては市民の立場に立って、県に適切な指導

を行うよう求めること、並びに事業者に対し再度災害の防止対策につい

て要請を行うことを強く求めるものです。 
以上、市民の安心安全が確保される適切な措置を求める意見書を提出

します。 
 

 

 

 平成２４年３月２３日 

 

 

南あわじ市長  中 田 勝 久 様 

 

 

 

あわじ市議会議長  楠   和 廣 

 

 

 

 

 

 

 

 


